
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

大阪湾港湾広域防災協議会（第１０回） 

資料 3 令和５年度大阪湾港湾機能継続計画推進協議会の 

検討事項について（案） 
国土交通省 近畿地方整備局 港湾空港部 

資料３ 



 

資料 3 令和５年度大阪湾港湾機能継続計画推進協議会の検討事項について（案） 
１. 日本海側の港湾との広域的な連携の検討 

○舞鶴港との広域連携をテーマにした図上訓練等の実施 

：令和４年度に「海溝型地震時の大阪湾ＢＣＰ（案）」へ舞鶴港との広域連携の方向について追記するとともに、京都府港湾局が正

式に大阪湾ＢＣＰ協議会委員となったことを受け、大阪湾ＢＣＰ（案）の実効性の担保のために舞鶴港の活動を加味した訓練内

容の検討 

２. 大阪湾諸港における新たな災害リスクに対する広域的な連携の検討 

○海・船の視点からみた、大阪湾諸港における港湾ＢＣＰの機能強化に向けた継続的な検討 

：「ふ頭ごとの津波リスク評価ガイドライン ver1.1（国土交通省）」を踏まえた大阪湾諸港のリスク分析のあり方 

→ケーススタディの実施等（国際コンテナふ頭／旅客船ふ頭／バルク系貨物ふ頭 等） 

○流木や軽石の流入等の新たな事態を踏まえた、広域的な連携に係る課題や留意事項の整理 

：作業船調達に係る地整の枠を超えた取組みのあり方 

：軽石や流木等を想定した航路啓開のための資機材の工夫のあり方 

：航路啓開揚収物の仮置き場・処理に関する検討 

３.航路啓開実務者による図上訓練の実施 

○実践的演習訓練の継続 

：災害発生時における緊急的な応急対策業務に関する包括協定書に基づく、ドローンやデジタル通信機器等を活用した被災調査の

情報伝達訓練 

○大阪湾ＢＣＰ（案）の実効性向上に向けた意識醸成のための訓練の実施 

：港運業者を含むワーキンググループの構成員との現地災害対応訓練 

：舞鶴港を想定した港湾法５５条３の３に基づく港湾利用調整訓練 

４.その他の事項 

○大阪湾ＢＣＰのための活動指針（案）の使い勝手の向上を目指したブラッシュアップ 
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